
・ リグニン分解菌およびラッカーゼによるリグニンモデル化合物の分解機構の解明
・ 天然型ラッカーゼメディエーターの検索とその酵素系による芳香族環境汚染物質の分解
・ ヤマモモジアリールヘプタノイド生合成の有機化学的解析

・ 芳香族系抽出成分の単離・精製
・ NMR、MSを用いた構造決定
・ 有機化合物の分析技術
・ 木質成分の有効利用
・ インビトロバイオアッセイ

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 木質系バイオマス、バイオアッセイ、生理活性物質、構造決定

■ その他の研究紹介
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木質系バイオマス資源からの生理活性物質の検索

学術院農学領域
環境森林科学系列

教授

河合 真吾

カバノキ科樹木には、家具や建材に利用するシラカンバやミズメ、治山・肥料木として法面緑化に利用するオオ
バヤシャブシ、ヘーゼルナッツの木セイヨウハシバミなどがあるが、近年、すべての属において花粉アレルギー
の原因となることが指摘され、伐採が進んでいる地域もある。一方、ヤマハンノキ、シラカンバの抽出成分から抗
腫瘍・抗ガン・抗酸化活性を有する生理活性物質の単離が報告されている。

本研究では、その含有成分がほとんど知られていないオオバヤシャブシと、ミズメを取り上げ、木質部はもちろ
ん、果穂、樹皮、葉の有機溶媒あるいは熱水抽出物を、インビトロバイオアッセイ法によりスクリーニングし、生理
活性物質を単離・精製・構造決定することを目的としている。

これまでオオバヤシャブシ果穂部熱水抽出物と木質部酢酸エチル可溶部が高いα-グルコシダーゼ阻害活性
を有すること、さらに果穂部熱水抽出物では高いヒアルロニダーゼ阻害活性も併せもつことを確認している。オオ
バヤシャブシ果穂部有効成分は、加水分解型タンニンであることが分かり、現在、HPLCによる単離・精製作業を
行っている。また、オオバヤシャブシ酢酸エチル可溶部のα-グルコシダーゼ阻害活性成分を単離・構造決定し、
その一つが新規ジアリールヘプタノイドであることを明らかにしている。

・ 特筆すべき研究ポイント：
微量有機化合物の単離・精製・構造決定技術

（各種クロマトグラフィー、NMR、MS など）
有機化合物の合成・分析技術

（無水反応、安定同位体標識、HPLC, GC-MSなど）
インビトロバイオアッセイ技術

（上記以外に、活性酸素消去活性、エストロゲン活性など）

・木質系を中心とするバイオマスの有効利用に関する研究
・高性能な生ゴミ処理機の開発(家庭用・業務用)
・家庭での簡易な生ゴミ処理システムの開発
・佐鳴湖など富栄養化湖沼の汚濁メカニズムの解明と浄化処理技術の開発
・廃プラ・汚泥など各種廃棄物のリサイクル・有効利用に関する研究

・微生物を利用する環境浄化技術(下水処理、生ゴミ処理、メタン発酵、土壌浄化など)全般
・遺伝子操作関連分野
・廃棄物処理・リサイクル関連技術と、その技術のLCA分析・評価

■ 技術相談に応じられる関連分野

Keyword : 環境試料、組換え微生物、遺伝子、RT‐PCR法

■ その他の研究紹介
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環境試料中の微生物叢解析手法の開発

学術院工学領域
化学バイオ工学系列

准教授

松田 智

土壌等の環境試料中に投入した組換え微生物や特定種類の微生物およびその遺伝子の挙動を高い精度で検
出し解析できるような手法の確立に取組む。環境試料として各種微生物が高密度・高活性状態で存在する生ゴ
ミ処理槽のような複雑なものを設定する。遺伝子発現の仕組みに着目したRT(Reverse Transcription)‐PCR法の適

用を試み、従来の手法に改良を加えることで本法の有効性を確かめる。さらに具体的に、どんな微生物のどんな
遺伝子を検出することが微生物叢の解析に有効であるのかを判断するために、微生物の酵素活性や遺伝子パ
ターンの調査を行う。

・特筆すべき研究ポイント：
複雑な微生物生態系の内部を「見える」ようにする研究である。
特に、単にDNA・RNAなどの核酸を検出するのではなく、実際に働いている遺伝子を検出する。

本研究で方法論が確立されれば、土壌その他環境試料全般での特定微生物・遺伝子が追跡でき、適用範囲
が非常に広い。
・新規研究要素：
従来用いられてきたPCR‐DGGE法では、用いるプライマーが主に細菌16S rRNA遺伝子用のものであり、一般的

な微生物叢の解析には適用できるが、特定の微生物・遺伝子をターゲットとした解析は難しい。
また、微生物が生きていなくてもDNA断片などが試料中に存在すれば検出されてしまう。本研究では、環境中

で実際に活動している特定の微生物・遺伝子を検出する手法の開発をめざす。
・従来技術との差別化要素・優位性：
微生物・遺伝子を特定して検出する技術である
働いている遺伝子だけを検出する技術である
感度が高く、分別の精度も高い検出技術である

・特許等出願状況： 現在は未出願

mRNA selective RT-PCR法を適用する特定遺伝子検出実験の手順図(例)

実際の研究展開に当たっては、環境試料からの核酸物質の回収・精製、プライマーの設計、
PCR法の条件設定等、種々の条件を明確化して行く必要がある。
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